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私はかねてから日本の文化の起源として重要な中国の殷周青銅器の編年研究を行ってきたが、青銅器自体の型

式学的研究による成果と、発掘資料の照合のうえでどうしても矛盾を解決しえない問題があった。それは、開始期

と、殷末周初すなわち殷周革命前後の青銅器の編年に関する問題であった。ところが、近年河南省安陽市殷墟の

東北部において、従来の認識より古い城壁都市が発見され、殷墟に都をおく殷墟期よりも古いという説が、調査に

当たった社会科学院安陽工作隊長の唐際根氏によって提起された。この考え方は私の青銅器編年と合致するも

のであったので、唐氏と合作論文を共同執筆して該期の土器編年と青銅器編年を照合させ、さらに遷都に関する

史実記載と対照させることにより、「中商文化」という新しい時期概念を提出するに至った。こうして、とりあえず殷

墟の開始期の編年に関する疑念を晴らすことができたが同時に私のより新しい時期の青銅器編年の分期案を見

直す必要性が生じてきた。加えて、殷墟の編年の指標となる土器や甲骨文字は、近年の発掘新資料によって新し

い研究成果が提出されつつある状況である。こうしたことから、私は殷墟の青銅器、そして従来は報告書の上でし

かみることのできなかった土器その他青銅器と共伴する遺物の原資料を手にとって自ら観察し、その編年の妥当

性を再度検討しつつ、青銅器編年との徹底的な照合作業をおこないたいと切に希望するようになった。

この作業は同時にもうひとつの課題、殷末周初の青銅器に関する諸問題を解く鍵をも握っている。青銅器の編年

上、殷・周それぞれの時期の青銅器には異なる特徴がみられることは漠然と認識されてきたが、近年、各地での

発掘調査が進んだ結果、殷墟期後半には、周の本拠地陜西省関中地区を中心に先周文化が興隆していたことが

明らかになっている。そして、殷周革命は文化の中心地の交代として捉えられる、と認識が改めつつある。しかし

ながら、該期の青銅器については、出土地が広範囲にわたり集成し難いことや、青銅器のあまりにも多様な要素

の整理がつかないことなどから、両者を区別する明瞭な回答は得られていない。私は王都殷墟の青銅器の編年を

さまざまな要素を指標におこなう一方で、中商期以来各地で展開する地方型青銅器についても少しずつ分析を進

めているところである。今回、殷墟での終末期の青銅器を検討するかたわら、関中地区をはじめとする地方製青

銅器をつぶさに観察し、紋様・鋳造技法など実物を観察しなければわからない情報を集約して、青銅器研究の重

要課題である殷末周初の青銅器の動態を明確にすることをもうひとつの目標としたいと考えている。

なお、中国の学会に参加した折に知り合った、文革後教育を受けた世代の研究者は、老学者と異なり、海外の研

究者に協力的であるとともに、共同研究にも積極的である。この若い世代のがくしゃが、各地の文化財調査施設

の責任者として活躍し始めた現在は、現地の資料を実際に観察する必要がある私の研究にとって逃すことのでき

ない絶好のチャンスであると認識している。














